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現
在
、
本
学
の
認
知
度
は
、
十
数
年
前
と
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赴
任
当
初
、
高
校
訪
問
を
し
て
も
、
若
い
先
生

方
は
ほ
と
ん
ど
「
知
ら
な
い
」。
地
方
に
行
っ
て

聞
い
て
も
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

く
る
ほ
ど
、
認
知
度
は
低
い
状
況
で
し
た
。
そ
の

頃
、
あ
る
地
方
出
身
の
一
年
生
に
「
帰
省
し
て
ど

う
だ
っ
た
」
と
聞
く
と
「
さ
び
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
」
と
一
言
。
高
校
時
代
の
同
窓
生
が
集
ま

り
、
自
然
に
進
路
先
の
話
に
な
り
、「
ど
こ
に
行
っ

た
の
」
と
の
質
問
に
、「
女
子
栄
養
大
学
に
い
っ

た
の
」「
エ
ッ
そ
れ
な
に
？
」
と
誰
も
知
ら
な
か
っ

た
事
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
淋
し
い
思
い
を
し
た
と

い
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
実
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
を
聞
き
、「
あ
と
三
年
待
っ
て
ね
、
卒
業
前
に

は
日
本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
大
学
に
す
る
か
ら
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

　

専
門
性
の
高
い
大
学
で
す
の
で
、「
知
る
人
ぞ

知
る
」
で
、
仕
方
な
い
と
い
え
ば
仕
方
な
い
の
で

す
が
、
教
育
力
が
高
く
、
自
慢
で
き
る
大
学
な
の

に
な
ぜ
な
の
か
。
当
時
は
、
広
報
活
動
へ
の
理
解

が
低
く
、
そ
の
点
を
怠
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
中
に
い
る
と
気
づ
き
に
く
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
誇
る
べ
き
専
門
性
と
宝
物
を
社
会
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
メ
デ
ィ
ア

か
ら
の
取
材
依
頼
も
た
ら
い
回
し
に
し
て
い
た
現

状
に
は
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
認
知
度

を
高
め
る
働
き
か
け
が
な
い
こ
と
が
、
幅
広
い
層

へ
の
認
知
が
高
ま
ら
な
い
原
因
で
す
。
他
大
学
で

は
、
市
場
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
で
あ
る
高
等
学
校
、

高
校
生
に
徹
底
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
教

職
員
を
総
動
員
し
て
高
校
訪
問
を
し
て
い
る
の

に
、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
広
報
部
を
設
置
し
、
大
学
の
宝
物
を
探

し
始
め
ま
し
た
。
先
ず
は
卒
業
生
を
活
用
す
る
こ

と
。
社
会
で
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
活

か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
こ
に

は
、他
大
学
に
は
な
い「
生
涯
学
習
講
師
認
定
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
高
校
で
の
模
擬
講
義
、
そ
の
他
教

育
機
関
や
自
治
体
、
団
体
等
で
の
講
演
会
な
ど
に

積
極
的
に
講
師
を
派
遣
、
今
で
は
年
間
４
５
０
件

程
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

高
校
で
の
認
知
度
は
、飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
社
会
で
の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
本
学
の
宝
物
の
一
つ
は
「
学
食
」
で
す
。

全
国
的
に
も
数
少
な
い
自
校
で
の
運
営
で
あ
り
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
計
算
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、

学
生
に
対
す
る
教
育
の
教
材
で
も
あ
る
実
践
の
場

な
の
で
す
。
た
ま
た
ま
そ
の
事
を
社
会
に
売
り
出

し
始
め
た
時
に
、「
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」
が
話

題
に
な
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

と
幻
冬
舎
か
ら
学
食
メ
ニ
ュ
ー
集
を
出
し
た
い
と

言
う
要
望
が
あ
っ
た
の
で
許
可
し
ま
し
た
。
両
社

で
５
４
万
部
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
ほ
ど
の

人
気
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
全
て

対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情

報
発
信
・
提
供
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
年
間

で
４
０
０
件
以
上
の
露
出
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
、

ど
こ
か
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
、
何
ら
か

の
形
で
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
連
携
も
そ
う
で
す
。
企
業
、
自
治
体
、
学

校
等
、
連
携
や
個
別
の
取
り
組
み
の
総
数
は
、

２
０
５
件
に
及
び
ま
す
。
こ
の
数
は
、
全
国
の

ど
の
大
学
に
も
ま
さ
る
も
の
で
す
。
本
学
が
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
専
門
分
野
に
お
け
る
実
績
が

あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
連
携
活
動
は
、
卒
業
生
の
就
職
先
の
拡
大

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
企
業
に
お
い
て
は
、

付
加
価
値
の
つ
い
た
商
品
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
か

ら
、「
健
康
経
営
」
の
流
れ
を
受
け
た
顧
客
や
社

員
向
け
の
食
事
指
導
な
ど
。
自
治
体
で
は
、
医
療

費
、
介
護
費
を
抑
え
る
た
め
の
住
民
生
活
指
導
、

食
・
健
康
に
関
す
る
教
育
や
普
及
、
地
元
特
産
物

を
使
っ
た
食
品
の
開
発
や
販
売
戦
略
立
案
な
ど
。

高
校
で
は
家
庭
科
の
実
習
を
サ
ポ
ー
ト
、
栄
養
系

の
模
擬
講
義
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
食

指
導
等
を
行
っ
て
お
り
、
連
携
先
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
活
動
、
評

価
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
に

学
生
が
参
加
す
る
こ
と
が
貴
重
な
経
験
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
進
路
を
見
つ
け
る
ケ
ー
ス
も
出

て
く
る
な
ど
、
就
職
活
動
に
も
良
い
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
社
会
に
お
け
る
管

理
栄
養
士
、
栄
養
士
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
こ

と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
食

に
よ
り
人
間
の
健
康
の
維
持
・
改
善
を
図
る
」
こ

と
、
今
に
引
き
継
ぐ
「
実
践
」
の
精
神
を
具
現
化

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
学
の
認

知
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
こ
に
ご

紹
介
し
た
活
動
は
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
校

生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
社
会
貢
献
に
関
し
、
開
拓
す

べ
き
道
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
事
は
、こ
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

本
学
の
宝
物
を
広
く
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
世
に
示

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
こ
そ
が
、
在
学
生
・
在
校
生
や
保
護
者
、

卒
業
生
、
そ
し
て
本
学
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人

が
、
本
学
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
、
さ
ら

に
は
誇
り
と
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
不
可
欠
な

こ
と
で
あ
り
、
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
広
く
関
心

を
も
っ
て
本
学
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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麹
町
学
園
女
子
高
等
学
校
と

「
連
携
教
育
協
定
覚
書
」
を
締
結

　

平
成
31
年
4
月
11
日
（
木
）、
駒
込
校
舎
に
お
い
て
、

麹
町
学
園
女
子
高
等
学
校
と
連
携
教
育
協
定
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

同
校
と
は
、
平
成
19
年
に
高
大
連
携
教
育
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
今
回
の
覚
書
は
、
そ
の
協
定
に
基
づ
き

取
り
交
わ
し
た
も
の
で
、「
相
互
の
教
育
に
係
る
連
携

を
通
じ
、
学
習
意
欲
や
進
路
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
大
学
の
求
め
る
学
生
像
や
教
育
内
容
へ
の
理
解
を

深
め
、
互
い
の
教
育
体
制
の
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
校
は

「
高
大
連
携
推
薦
指
定
校
」

と
し
て
、
大
学
と
短
大
部

で
総
数
5
名
程
度
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
生
徒

の
推
薦
が
可
能
と
な
り
ま

す
。Ｉ

Ｐ
Ｕ
環
太
平
洋
大
学
と

「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　

平
成
31
年
4
月
15
日
（
月
）、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
環
太
平
洋
大

学
（
岡
山
県
岡
山
市
）
に
お
い
て
、
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
大
の
体
育
会
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
日
本
を
代

表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
食
の
改
善

に
対
す
る
取
り
組
み
や

「
食
育
」
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
、
両

者
に
よ
り
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 学

園
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
向
け
た
啓
発
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

富
士
見
市
主
催

「
セ
ル
ビ
ア
語
＆
セ
ル
ビ
ア
料
理
教
室
」へ

参
加
協
力

　

埼
玉
県
富
士
見
市
（
平
成
26
年
２
月
連
携
）
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
関
連
事
業
「
セ
ル
ビ
ア
語
＆
セ
ル
ビ
ア
料
理

教
室
」
が
令
和
元
年
5
月
18
日
（
土
）
ふ
じ
み
野
駅
前

に
あ
る
「
ピ
ア
ザ
☆
ふ
じ
み
」
で
開
催
さ
れ
、
堀
端
薫

准
教
授
と
石
田
優
海
実
験
実
習
助
手
、
卒
研
生
（
給
食

シ
ス
テ
ム
研
究
室
）
８
名
が
調
理
補
助
と
し
て
協
力
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
在
住
20
名
が
参
加
し
、
セ
ル
ビ
ア
共

和
国
大
使
館
大
使
秘
書
の
長

門
テ
ィ
ヤ
ナ
講
師
の
指
導
の

も
と
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の

家
庭
料
理
4
品
（
セ
ル
ビ
ア

風
サ
ラ
ダ
・
チ
ー
ズ
入
り
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
の
パ
ン
・

セ
ル
ビ
ア
風
カ
ツ
レ
ツ
・

ア
ー
モ
ン
ド
入
り
コ
コ
ナ
ッ

ツ
ボ
ー
ル
）
を
作
り
、
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

鴻
巣
市（
埼
玉
県
）・
日
本
薬
科
大
学
と
の

３
者
間
で
の
「
地
場
産
業
の
振
興
等
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
書
」
を
締
結

　

令
和
元
年
９
月
４
日
（
水
）、
鴻
巣
市
役
所
に
お
い

て
鴻
巣
市
（
埼
玉
県
）
と
日
本
薬
科
大
学
と
本
学
と
の

３
者
間
で
の
「
地
場
産
業
の
振
興
等
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
書
」
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
薬
科
大
学
と
は
、
昨
年
７
月
に
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、「
薬
食
同
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組

み
の
一
環
で
、
花
の
町
鴻
巣
を
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

（
食
用
花
）
や
鴻
巣
産
野
菜
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
両
大

学
の
学
生
が
共
同
で
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
い
、
鴻
巣
市

内
の
カ
フ
ェ
で
メ
ニ
ュ
ー
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
契
機
と
な
り
、
今
回
の
３
者
間
で
の

包
括
連
携
協
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
、「
薬
食

同
源
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

鴻
巣
市
の
「
地
場
産
業
の

振
興
」
や
市
内
の
２
０
０

名
を
超
え
る
食
生
活
改
善

推
進
員
の
方
々
を
通
じ
た

健
康
増
進
活
動
の
推
進
、

市
内
特
産
物
を
使
っ
た
商

品
開
発
等
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

創
立
者　
香
川
綾
の
故
郷
で
あ
る

和
歌
山
県
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

令
和
元
年
10
月
７
日（
月
）、和
歌
山
県
庁
に
お
い
て
、

和
歌
山
県
と
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

す
で
に
両
者
は
、
短
期

大
学
部
松
田
早
苗
教
授

が
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
「
和
歌
山
県
産
食
材
機

能
性
ガ
イ
ド
」
を
監
修
し

て
お
り
、
昨
年
は
駒
込
祭

に
も
出
展
し
て
い
た
だ
く

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
締
結
に
よ
り
、
今
後
、
県

民
の
健
康
増
進
や
豊
か
な
食
材
に
よ
る
産
業
振
興
等
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
同
県
は
、本
学
創
立
者
香
川
綾
の
故
郷
で
あ
り
、

今
回
の
締
結
を
記
念
し
、県
庁
本
館
県
民
ロ
ビ
ー
に
て
、

10
月
15
日
迄
「
女
子
栄
養
大

学
創
立
者
香
川
綾
氏
の
軌
跡

を
た
ど
る
」
と
題
し
、
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
自

治
体
等
と
の
連
携
は
、
30
県

市
町
村
区
及
び
振
興
局
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
大
学
間
連
携
は
、
埼
玉
医
科
大

学
・
東
京
医
科
大
学
・
日
本
薬
科
大
学
・
上
越
教
育
大

学
に
続
き
、
5
大
学
目
と
な
り
ま
す
。

本
学
監
修
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
Ｐ
Ｂ
商
品

「
大
豆
ま
る
ご
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
発
売

　

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
（
平
成
30
年
6
月
連
携
）
と
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
同
社
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品

と
し
て
「
女
子
栄
養
大
学
監
修　

大
豆
ま
る
ご
と
ヨ
ー

グ
ル
ト
」（
食
品
化
学
研
究
室　

宮
澤
紀
子
専
任
講
師

監
修
）
が
平
成
31
年
4
月
26
日
、
同
店
舗
に
て
発
売
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
埼
玉
県
産
大
豆

（
里
の
ほ
ほ
え
み
）
を
100
％

使
用
し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
、

葉
酸
200
㎍
を
配
合
し
た
１

カ
ッ
プ
90
ｇ
の
商
品
で
す
。

松
柏
軒
が
「
豊
島
区
食
べ
き
り
協
力
店
」

第
１
号
登
録
店
に

　

本
学
園
で
学
食
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
営
業
す
る

「
松
柏
軒
」
は
、
こ
の
４
月
に
「
豊
島
区
食
べ
き
り
協

力
店
」
第
１
号
店
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

年
度
よ
り
東
京
都
豊
島
区
（
平
成
19
年
11
月
連
携
）
が

始
め
た
取
り
組
み
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む
区

内
の
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
等
を
「
豊
島
区
食
べ
き
り
協

力
店
」
と
し
て
登
録
し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
等
を
促
進

す
る
と
と
も
に
広
く
区
民
に
周
知
し
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
等
に
向
け
た
意
識
の
啓
発
を
図
る
も
の
で
す
。

　

豊
島
区
役
所
本
庁
舎
で
平
成
31
年
４
月
25
日
に
行
わ

れ
た
「
食
べ
き
り
協
力
店
」
第
1
号
登
録
証
交
付
式
に

お
い
て
交
付
さ
れ
た
登
録
証

は
、
来
店
さ
れ
る
多
く
の
お

客
様
の
目
に
と
ま
る
よ
う
レ

ス
ト
ラ
ン
「
松
柏
軒
」
の
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
同
区
配
布
の

ポ
ス
タ
ー
や
ポ
ッ
プ
も
店
内

に
設
置
し
、
食
べ
残
し
削
減
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香川栄養学園 古本募金 検索

古本募金の2019年４月～９月までの受付分は、130件
（10,594冊）で寄付金額は223,678円となりました。
お申込みを頂きました皆様に御礼申し上げます。

皆様の読み終わった本が学生・生徒の生活充実支援のために
教育・研究環境の整備などに役立てられます。
ご不要となった本やＣＤ・ＤＶＤをご提供ください。

その買取価格が全額、香川栄養学園への寄付となり、学生・生徒の生活充実支援に役立てられる取組みです。

香川栄養学園　古本募金をご活用ください。

綾
栄
会
事
務
局
よ
り
の
ご
報
告

「
令
和
元
年
度
Ｄ
Ｎ
Ｐ
奨
学
金
」

授
与
式
を
開
催

　

７
月
６
日
（
土
）
に
「
令
和
元
年
度　

Ｄ
Ｎ
Ｐ
奨
学

金
」
授
与
式
が
奨
学
生
９
名
参
加
（
諸
事
情
に
よ
り
１

名
欠
席
）
の
も
と
、
坂
戸
校
舎
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
奨
学
生
：
大
学
８
名
、
短
期
大
学
部
２
名
）。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
株
式
会
社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
協
力
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
栄
養
学
部
・
短
期
大
学
部
の
最
終
学
年
に
在

籍
す
る
成
績
優
秀
者
10
名
に
奨
学
金
（
10
万
円
）
と
し

て
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
で
７
回
目
の
開
催
と
な
る
授
与
式
に
は
、
同
社

の
柳
代
表
取
締
役
社
長
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
奨
学
生

一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
香
川
学
長
と
柳
代
表
取
締
役

社
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
奨
学
証
書
と
奨
学
金
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
授
与
式
後
の
会
食
・
歓
談
で
は
、
奨
学
生
よ

り
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
令
和
元
年
度　
野
口
医
学
研
究
所

奨
学
金
」
授
与
式
を
開
催

　

10
月
15
日
（
火
）
に
「
令
和
元
年
度
野
口
医
学
研
究

所
奨
学
金
」
授
与
式
が
奨
学
生
14
名
参
加
（
教
育
実
習

に
よ
り
２
名
欠
席
）
の
も
と
、
駒
込
校
舎
松
柏
軒
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
奨
学
生
：
大
学
11
名
、
短
期
大
学

部
３
名
、
専
門
学
校
２
名
）。

　

本
奨
学
金
は
、
修
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
な

支
援
を
必
要
と
す
る
、
栄
養
学
部
・
栄
養
学
部
二
部
・

短
期
大
学
部
・
専
門
学
校
の
最
終
学
年
に
在
籍
す
る
学

生
及
び
生
徒
に
、
一
年
間
に
わ
た
り
奨
学
生
一
人
当
り

月
額
２
万
円
、
計
24
万
円
が
給
付
さ
れ
、
学
納
金
と
し

て
充
当
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
で
７
回
目
の
開
催
と
な
る
授
与
式
に
は
野
口
医

学
研
究
所
よ
り
創
設
者
の
浅
野
嘉
久
名
誉
理
事
を
は
じ

め
４
名
様
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
奨
学
生
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
浅
野
嘉
久
名
誉
理
事
よ
り
奨
学
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
の
会
食
・
歓
談
で
は
、
奨
学
生
よ
り
感
謝

の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

「
綾
栄
会
総
会
・
推
進
委
員
会
」
報
告

　

令
和
元
年
5
月
28
日
（
火
）、「
綾
栄
会
総
会
・
綾
栄

会
推
進
委
員
会
」
を
推
進
委
員
・
企
画
委
員
23
名
出
席

の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
綾
栄
会
事
務
局
よ
り
、
昨
年

度
募
金
状
況
と
今
年
度
募
金
推
進
活
動
方
針
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
綾
栄
会
募
金
総
額
は
、１
億
２
５
３
９ 

万
３
１
４
３
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
個
人
か
ら
の
寄
付

金
は
、
１
億
１
３
２
３
万
９
８
３
５
円
、
法
人
か
ら
の

寄
付
金
は
、
１
２
１
５
万
３
３
０
８
円
で
し
た
。
古
本

募
金
で
の
寄
付
は
、
申
込
件
数
２
４
５
件
、
申
込
冊
数

２
万
２
１
２
６
冊
、
合
計
金
額
５
１
万
９
６
５
５
円
と

な
り
ま
し
た
。

荒
井
慶
子
様
か
ら
の
ご
寄
付

　

昨
年
度
、
卒
業
生
で
あ
り
本
学
の
講
師
も
勤
め
ら
れ

た
荒
井
慶
子
様
か
ら
の
多
額
の
寄
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
園
の
国
際
化
へ
の
推
進
に
向
け
て
、
学
生
・
生

徒
の
海
外
留
学
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加

や
語
学
資
格
取
得
等
の
支
援
を
目
的
と
す
る
給
付
型
の

奨
学
基
金
（「
荒
井
慶
子
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
奨
学

基
金
」）
と
し
て
、
次
年
度
か
ら
の
奨
学
生
募
集
に
向

け
て
教
育
支
援
部
国
際
交
流
課
を
窓
口
に
運
営
規
程
の

確
定
を
取
り
進
め
て
い
ま
す
。

香
友
会
（
同
窓
会
）
か
ら
の
ご
寄
付

　

６
月
23
日
（
日
）
坂
戸
校
舎
に
て
開
催
さ
れ
た
令
和

元
年
度
香
友
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
ラ
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
ー
に
お
い
て
、
女
子
栄
養
大
学
香
友
会
山
下
静
江

会
長
よ
り
香
川
明
夫
理
事
長
に

綾
栄
会
募
金
へ
の
ご
寄
付
と
し

て
１
０
０
万
円
の
目
録
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
香
友
会
の
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
に
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（提携会社）㈱バリューブックス
フリーダイヤル 0120-826-292
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個人

法人

⃝ 2回以上ご寄付をいただいた個人・法人のご芳名も1回の掲載とさ
せていただきました。

⃝ 住所・氏名など変更がありましたら、お手数ですが綾栄会事務局
（TEL03 - 3918 - 3701 E-mail:bokin@eiyo.ac.jp）までご連
絡をお願いいたします。
また、綾栄会に関するご希望、ご意見も遠慮なくお寄せください。

ご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載しております
（五十音順、敬称は省略させていただきました）。
ご支援を賜りありがとうございました。御礼申しあげます。

香 川 栄 養 学 園

ご 寄 付 者 一 覧 第54回報告

令和元年4月〜 9月末日お申し込み分

香川栄養学園　教育・研究促進事業

《募金報告》

個人 法人 合計
金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数

今回54号報告分
令和元年4月～ 9月 8,636,190円 333件 6,732,947円 39件 15,369,137円 372件

古本募金
令和元年4月～ 9月受付分 223,678円 130件

（10,594冊）

大沼　由美子
大野　治信
小川　澄子
小川　孝
小川　幸子
沖井　澄子
荻原　英子
奥嶋　研司
奥嶋　佐知子
奥堂　雅之
長田　斎
小澤　陽子
小野　仁子
皆田　健太郎
香川　明夫
香川　靖雄
笠原　隆子
加藤　宏幸
金澤　久美子
金谷　滋子
金田　雅代
鎌田　靖子
亀田　紘子
柄澤　敦子
川内　唯之
川端　輝江
木下　峻介
金野　恭子
國吉　君子
久保　宏子
熊沢　孝仁
倉持　圭子
慶田　美佐子

小池　澄子
小松　孝正
五明　紀春
小森　明
齊藤　優子
㟢川　康子
佐々木　浩二
佐藤　愼悟
佐藤　智英
自覚　真由美
志田　佐代子
篠原　郁子
柴田　美佐子
渋谷　まさと
清水　豊
女子栄養大学香友会
菅原　久美子
菅原　朋子
杉本　勝行
杉山　成二
染谷　忠彦
田浦　真実
髙城　孝助
竹内　恭子
武尾　亮
伊達　静子
立野　恵美子
土屋　純一
角田　美恵子
出羽　式子
富永　暁子
冨野　博樹
中里　富美子

中津井　祐一
中西　梓
中屋　祐子
中山　京子
根岸　由紀子
野村　義行
箱山　良治
橋本　幸治
長谷川　満
羽鳥　洋子
原口　英男
平口　嘉典
廣末　トシ子
廣田　典子
深堀　聖子
吹春　秀典
藤井　加代子
藤尾　規江
藤田　美由樹
古川　知子
古川　瑞雄
古海　大輔
堀　純子
前田　之子
眞山　静子
丸山　精子
丸山　美穂子
三浦　幸子
宮坂　静
三好　恵子
向井　邦江
村上　陽子
矢野　大介

山岸　美和子
山口　範雄
山口　弘子
山之内　幸子
吉川　僚一
吉澤　宏之
脇田　慎司
和﨑　祥子
渡部　修司
渡邉　容子

保護者
在校生
浅見　悦弘
五十嵐　由美子
井汲　達也
石川　雅博
海老名　邦英
大久保　伸吾
大久保　貴予
小倉　洋介
恩田　誠一
金子　弘美
鎌田　克信
川村　恵子
後藤　安奈
小西川　永一
齋藤　伸一
佐々木　克弘
佐藤　英子
佐野　公則
仁義　和彦
鈴木　清晃

卒業生
篤志家
学園教職員
相場　公子
相原　晶子
青木　章子
秋野　晃司
浅野　嘉久
足立　望
穴倉　弘枝
阿部　智子
新井　眞一
安藤　美知子
石田　憲治
石原　雅義
石山　三貴男
一松　倫子
市村　百合子
井手　政司
伊藤　弘子
稲葉　三起夫
井上　直子
伊吹　憲昭
井元　りえ
岩間　範子
上原　美智子
臼倉　節
内野　美保
大河内　教好
太田　セツ子
大留　光子
大沼　久美子

有限会社　ＲＭステーション
株式会社　アイト
あみ印食品工業株式会社
公益財団法人　浦上食品・食文化振興財団
株式会社　栄美通信
有限会社　大場電気管理事務所
株式会社　オーエンス
香川県農業協同組合
株式会社　プロントコーポレーション
株式会社　進路情報ネットワーク
株式会社　銀しゃり
株式会社　鍬谷書店
恵雅堂出版株式会社

埼玉環境衛生株式会社
株式会社　埼玉種畜牧場　
有限会社　狭山グリーンサービス
サングラフィック株式会社
株式会社　シー・アイ・シー
清水建設株式会社
杉本刃物株式会社
株式会社　創源
株式会社　ソフエル
第一生命保険株式会社
株式会社　田村屋
株式会社　ダンアート
株式会社　東北食糧

日本ソフト開発株式会社
ハウスウェルネスフーズ株式会社
榛名商事
株式会社　不二ビルサービス
武州瓦斯　株式会社
米国財団法人　野口医学研究所
株式会社　ベルク
瑞穂印刷株式会社
株式会社　ユース
株式会社　ライセンスアカデミー
ライフ薬品株式会社

須永　幸作
髙田　莉音
東城　元治
藤間　光行
中尾　達男
中村　加津雄
西川　達男
仁田　智之
新田　和枝
根木　淳成
野口　善一
花村　創仁
羽生　貴子
原田　守
樋口　光代
蛭田　孝之
藤田　千佳
藤本　正徳
保阪　大也
細川　欣哉
松山　晶子
宮田　保彦
持田　誠一
八木　信男
柳沼　正典
山本　英子
横内　佐代子
吉澤　巌
渡辺　正美

匿名　122名
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